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調査ノート:高齢者一人暮らし世帯の貧困

一貧困の世代的再生産の視点から

青木 紀・石山神ニ・八子竜太・梅原加奈子

はじめに

これまで主として貧習な生活を余犠なくされ、

場合によっては生活保護を受給せざるを得ない母

子世帯の分析を「貧困の世代的再生産Jという視

点を据えて分析してきた。その中で訪日された事

は、観き取り対象者から「親jのようすを開き

取るという間接的なものであったが、とくに生活

保護世帯のような場合、親もまた、生活保護受給

という事例も含め、多くが余裕のない閤窮した生

揺を送っているという現実(推測)であった(1)。

そこで今回は、視点を母子世帯の「親J!こ当た

るかもしれない、地方に暮らす一人暮らし

世帯に焦点を当ててみた。もちろん、「かもしれ

ないJという断りは、すでに行った母子世帯調査

の来見に対するインタビュー調査ということではな

いという意味であり、ある地域の、生活保護受給

世帯を舎む一人暮らし高齢者を対象にした、ある

意味で「ランダムJに近い調査であるということ

である。すなわち、この場合も、母子世帯調査と

同棟に、ある地域の民生委員さんの紹介によって

インタビューを引き受けてくださった方々を対象

にしたものであるが、その中に確実に「子どもJ

が母子世帯になっている一人暮らし高齢者世帯が

含まれているかどうかは、まったく予測できない

ことを前提に進めた調査である O

とはいえ、現在のわが国の生活保護制度適用上

から判断して、生活保護受給高齢者世帯を多く

んだ調査という性格からは、その子どもたちの

(といってもすでに大人であるが)生活もそれほ

ど余格のある生活を営んでいることは推測しにく

い。その点で、ある醸の「貧困の連鎖」が推離さ

れる可能性が高いであろうし、また一人暮らしで
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もやはり、それなりの生活水準格差という

性」を含んでいる可能性も当然、予測される O さら

に高齢者世帯一般という賠麗差を帯びた中でのー

らし世帯という揖点をいれれば、高齢者世帯

の生活をめぐる貧困・不平等に関する問題はもっ

とクリアに見えてくるかもしれなL、。しかし、こ

こでは「一人暮らしJということを前提にしたこ

とから、残念だが、高齢者世帯全体あるいは高齢

者を含む一般世帯という枠組みの中で調査をする

ことはできなかった。また、まったくこれはわれ

われの事情からだが、これまでの関連する研究と

既存の収集された資料をもとに十分検討しておく

こともできなかった。そのことを前提に、ともか

くインタビュー調査の 11例から、「貧国の世代的

再生産」の構造に言及してみようというのが、こ

の調査ノートであるO なおこの調査は、平成15

年度の学部授業である「社会福祉識査実習Jとし

て、 らし世帯調査ーその生活課題

を明らかにする-Jとして、北海道豆町で実摘

したものである。参加者は教員と 3年次学生及び

TAとしての大学院生であった。

既存の統計等から見た一人暮らし高齢者

世帯の現状と調査事例世帯

(1)一人暮らし高齢者世帯の動向とその特徴

らし高齢者に関する調査研究資料は、お

そらく収集するとすれば、相当な量に昇るのでは

ないかと推概される。しかし、上述したように、

それらの調査研究の成果をふまえて、今回の調査

結果を位置づけ、考察するだけの余裕がなかった。

そこで、さしあたって内閣府が公表している既存

のデータ・成果を借りて、最近のわが患の一人暮



2 

らし高齢者世帯の生活の現状をまず特徴づけてお

きたい。

さて、内関府政策統括官(総合企臨調整担当)

高齢社会対策担当『多様なライフスタイルを可能

にする高齢期の自立支援政策研究報告書についてー

「活動的な高齢者」、「一人暮らし高齢者J、「要介

護等の高齢者J-J (平成 15年5月)における

「一人暮らし高齢者Jに関するデータは、要領よ

く、コンパクトな形でまとめられている。そこま

でまず、鯖単に本稿に必要な娘りで箇条書き的に

引用しておきたい。

. iこれまで『一人暮らし高齢者数Jは男性、女

性ともに一貫して増加を続け、平成 12(2000) 

年時点には男性 74.2万人、女性229万人に達

しており、女性が約75%を占めるJ

. i単身高齢者になる要因としては、男女とも、死

別11が最も多い(男性49.9%、女性76.0%)が、

その割合は女性の方が高くなっている。また、

男性では、離}j1J"が 16.5%と女性 (8.8%)の

2倍近い割合を占めている。 、未婚11 も男女と

も1割程度(男性 10.3%、女性9.5%)存在す

る」

. i単身世帯にも『有配偶』の者が8.2%、女性

2.2%と見られているが、これは、国勢調査上

では、入院・入所等の場合は別世帯として捉え

られる(国勢調査の定義から)ことから、多く

は入院・入所等であると考えられる」

. i一人暮らしであっても、子どもの居場所から

比較的近い場所に居住している高齢者も多く、

どもが近くに居住していない場合と比較する

とその生活環境やライフスタイルは大きく異な

ると考えられるJ

. i一人暮らし高齢者(特に女性)は、夫婦世帯

等に比べて経済生活条件が低い者の割合が高い。

このため……その状況を拒握する指標として

『一人暮らし高齢者の年間所得(120万円未満)J

を設定した。ここでは、国民年金の満額給付額

(年約80万円)や生活保護における最低生活保

樟水準(高齢者単身世帯で年約 100~130 万円)

を考藤し、年間所得120万丹未満の者の割合を

指標とした」

. ir一人暮らし高齢者の年間所得 020万円未
満の者の割合)Jは、平成 13年時点で男性21.5

%、女性37.6%と女性の方が高い。 120万円未

満の割合をニ人以上の世帯の一人あたり所持と・...

等価所得(世帯における規模の経済を考産して、

世帯人員当りではなく世帯人員の平方根当たり

で算出した所得)と比較すると、単身世帯の方

が男性の場合で 10.5ポイント、女性の場合で

26.6ポイント高く、二人以上世帯と比べて単

身世帯には経済生活水準が低い層が多いことが

示されている」

・「生活保護受給者の多くは、高齢単身世帯であ

るO 生活保護を受給している高齢者世帯のうち、

単身世帯の割合は 87.9%を占めている」

. iなお、一人暮らし高齢者全体に占める生活保

護受給者(被保護者)の割合は、平成13年時

点、で 10.3%であるJ

. i一人暮らし高齢者の『貧困率J及び『輩困度JJ

に関しては、「童図線を、 65歳以上人口を対象

とした調整1人当たり世帯当たり年間可処分所

得の中央鰻の 30、40、50、60%と定義した場

合の『茸閤率』及び問中央値の 50%と定義し

た場合の『護密度』が算出されている」

「貧困線を 50%とした場合では、貧困線の金

額は1，191千円となり、これを下回る世帯の都

合(貧閤率)は、男性単独世帯 24.9%、女性

単独世帯42.0%となるO また、重闘糠を 50%

とした場合のF貧国度』は、男性単独世帯で 39.1

%、女性単独世帯で 38.2%となっており、い

ずれも夫婦のみの世帯 (35.5%)を上回ってい

るが、男女聞の差については統計的に優位な差

はないJ

らし高齢者では、……借家にいる比率

が高く 34.6%を占めていること、特に賃貸住

宅に住む場合に経済的理由や保証人がいない等

の理由により居住水準が低くなる場合が多いこ

とと考えられるJiさらに『最低居住水準目、上

で設備等の条件を満たす賃貸住宅に住む割合J
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は、単身者で47.6%と過半数に満たない

(2) 調査世帯の位置づけと鹿住条件

以上の一人暮らし高齢者世帯の「一般的現状J

をふまえて、次にインタビュー調査を引き受けて

いただいた一人暮らし高齢者世帯の生活概況を整

理した表1、表2から、その特徴を確認しておこ

途中から義兄と同居していたものの、義兄の死亡

によって一人暮らしになった場合、そして事例9

のように 50代になって離婚を余儀なくされた場

合なども含んでいる。このような一人暮らしの要

因の分類からは、先の全国的動向で見た特徴を、

それぞれ代表するような事例がここには含まれて

いることがわかる O

つ。

まず表1から見ておくと、インタビュー対象者

の性別では、女性が8、男性が3であった。一人

らしになった契機は、配調者の死亡が大半を占

めるが、事例 1のように、未婚の三男と長く暮ら

した後、三三男の結婚によって「嫁から拒否されJ

一人になった者、事例4のように、未婚のまま、

また経済的な詣で見ると、大半は国民年金ある

いは摩生年金を生活基盤としているものの、無年

金世帯が 1(事例 9)、国民年金といっても「満

額Jを受給していない者が多く、生活保護を受給

している世帯が女性でし男性で 2、かつて受け

たことがある世帯が 1というように、半分以上が

生活保護受給している。「開き取り」による年間

表l 調査世帯の概況(1)

事例j番号 現在の年齢 性別 一人暮らしになった婆国 現在のおよその年収 生活保護受給の有無 年金の種類と有無 仕事の有無

86 女性 息子の委の問問拒否 100-150万円 受給している 国民年金 していない

2 79 
女女性性

夫の死亡 50-100万円 受給している 富民年金 していない

3 73 夫の死亡 50-100万円 受給している 盟尽忽令 していない

4 71 女性 隠居していた義兄死亡 50-100万円 (受給していた) 国畏年金 していない

5 82 女性 夫の死亡 50-100万円 していない 度止ド年令 していない

6 79 女性 夫の死亡 50-100万円 していない 痩止仁主E4iャ していない

7 76 女性 夫の死亡 わからない していない 痘E仁年会 していない

8 71 女性 夫の死亡 50-100万円 していない j羽尽主主会 していない

9 71 男性 脅ま 婚 100-150万円 受給している な し していない

10 84 男性 委の死亡 わからない 受給している 国民年金 していない

11 80 
しー

男性 妻の死亡 100-150万円 していない 国畏年金 していない

注)調査結果より石山神二、八子議太及び、室長者作成。

表2 調査世帯の概況 (2) 

事例番号 健康状況 定期通院 生命保険の有無 住居の現状 近所つきあい ちょっとしたこと頼むこと治fできる人 除雪の状況

1 健 康 している かけていない 公営住宅 よくある 持々三男

2 多少問題 している かけていない 町営住宅 よくある ~ì る な し

3 健 康 |している かけていない 持ち家(土地借) よくある 友 人 自分で

4 多少問題 している かけていない 公営住宅 督の!苫の客 他に頼む

5 縫 康 している かけていない 町営住宅 よくある 近所の人 大抵自分で

6 多少問題 していない かけていない 弟から借家 よくある 近所の友人 ヘルパー

7 問題多い している かけていない 持ち家(土地借) ほとんどなし ヘルパー

8 {建 康 していない かけていない 持ち家 ほとんどなし 弟 大抵8分で

9 多少問題 入院中 かけていない 民間借家 よくある 近所の友人 自分で

10 縫 康 している 公営住宅 あまりない 親戚関係 ヘルパー

11 多少問題 している かけていない 持ち家 よくある 自分で

注)表1と同じ。
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の収入グループでは、 50~100 万、 100~150 万円

の二つになっているO しかし、生活保護を受給し

ていないからといって、受給世帯より年間収入が

多い、あるいは「楽な生活」とは必ずしも言えな

い現状は、この表からも問える。

次いで表2を見ると、一人暮らしの成立自体が

一般には「健康Jを条件とすることから、半分く

らいが「健藤Jと回答し、半分くらいが「多少問

題がある」としている。だが、定期的な通院は、

やはり高齢者という性格を反映して、ほとんどが

している。なお「生命保検をかけているかjで、は、

ほとんどがかけていなし、。住宅状況については、

持ち家で土地付きは2例のみであり、あとは公営

住宅か、民間アパートか、土地なし持ち家となっ

ているO やはり K町自体に「支庁」がおかれて

いるとはいえ、地方であることを考えた場合、相

当規模の農家あるいは公務員など「安定Jした職

業に就いていた人々の持ち家以外、その資産は貧

弱であり、生命保険の状況をも考躍して考えると、

資産は「何もなし」に等しい状態とも雷える O こ

こで、いわゆる「衣食住」の「住Jに関する状況

を見ておくと、「住宅に何か問題はありますかJ

に対して、以下のような声が間かれた。

「隣とのしきりはベニヤ板で、その上に白い紙

を貼って壁のようにしているだけ。洗濯機は人

によっては『うるさい』と言ってくる人がいる

から、隣で使っているときには能わない。テレ

ビの音も黙って何も言わない人もいるけれども

文句を言う人がいるJI(関き取りを家でしたい

皆を民生委員さんに話すと『汚すぎて入れない

よ』と言われた)J(事例1)

• 16月にず、っとチャイムが鳴り続けたことがあっ

た。夜中の 1時頃。向かいに少し頭のおかしな

男の人が住んでいる O 援者呼べとか、警察呼べ

とか騒いだ。今は溶ち着いているようだが不安

だJ(事例 2) 

「自分の持ち家だが土地は借りている。もう

30年くらい入っています。もう 1、2年いる

と}寄りに迷惑をかけてしまうけど、居たいと思

います。(民生委員さんによれば、被調査者の

家がゴミ麗敷のようで、玄関に上がるのさえ困

難であるとのことから、また本人としても、自

分の家以外なら調査に協力するということであっ

たので、ホテルで開き取りを行った)J(事例 3)

• 1以前は告をやっていたので住居がこ賠でお手

洗いに行くのが大変だった。引っ越しを決意し

たが公営住宅に入れず、一度は民間アパートに。

なかなか貸してもらえなかった。独り身だった

のでO やっと見つかったアパートは、嵐呂付き

手洗い共同で、水道電気代込みで3万5千円。

保証人や敷金礼金がいらないということで、古

くて汚かったが入った。その後、入居一ヶ月で

今の公営住宅へ。家賃が高いc1万5千円くら

い)、高から遠く、病院へ行くのに不便だJ

17iJ 4 ) 

• 13千なんぼくらい。お風呂がないからデイサー
ビスのお踊呂に1週に 1回だけ。最近はなれた。

この家でお風呂を付けてもいいけど、出るとき

直して出ないといけないから付けていない」

(事関心

• 1弟に家は措りているからね。家賃はゼロ。で

も直して使っているから毎年何万ってかかる O

じっと我f蔓して、寒くてもね。ぼろの家だから。

新しい家に入りたいわ。でもここ守らないとね。

断熱材が入っていなL、から、冬は寒くて、夏は

くでかなわないJ(事例6) 

• 1元々は社宅だったのを安く質った。土地は借
りている。年間5万くらし、。柱が1本おれてい

る。立て直して、もう少し小さくても麓丈な家

にしたいが、お金がなし、。ともかく傾いている

んです。この家JI(一階は居倍、台所、

しかし、居間に布聞が敷いてあって、そこで寝

ている。室内は整理されている)J(事例7)
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・「屋根だけ直してもらった。築40年で湿気が

ひどいJC事例 8)

. r現在月 3万のアパート。町営住宅に応募し結
果待ち。家のA呂が壊れたままになっている。

そのため銭湯に山の上からパスで行かねばなら

なし、午後 3時からだがパスの最終が 5時 20

分なのであわてて入らなくてはならないJC事

例9) 

「月、 3千2百円。風呂がないので自分で外に

作ったJ(事例 10)

以上のように、高齢者が毎日の生活の大半の時

間を過ごすであろう、文字通りの生活の拠点たる

住宅環境の現状には相当厳しいものがある。特に

冬場の季節を考えたとき、風呂が設置されていな

いといったことは、!日炭坑地の公営住宅などや札

幌の民間アパートなどにもあるが、高齢者の生活

にとってはつらいのではと想録されるけ)。偶々の

事例に中に見る「室内の汚さ」といった問題も含

めて、かなりの部分が、最低眼の文化的かっ鍵壊

な条件が確保zされているとは言い難い状況にある。

なお「近所つきあいjなどの視点で見ると、

「ほとんどないJ めったにないjが3例あるが、

いずれも「なしリとしている場合は、親族に「ちょっ

としたことを頼むjとしており、近所の友人では

ないことがわかる。それは、この場合、近くに娘

ゃあるいは兄弟・姉妹などの親族が層住している

ことの反映でもある。逆に、子どもや親族がいな

い場合、「近所の友人Jなどがその役割を果たし

ている、といった特徴が見られる。

2 貧圏・低所得一人暮らし高齢者世帯の生

活と年金・生活保護

さて、インタピューに応じていただいた人々は、

どのような生活史を辿って現在に至っているのだ

ろうか。わずかな時期の観き取りで一体どれくら

いの人生がわかるのかという提関も当然あるが、

いわゆる「社会経済的地位の軌跡における F累積

らし世帯の貧困 5 

的有利Jlr累積的不幸IJJlCcumulative advantage) 
Ccumulative disadvantage) JとL、う視点を念頭

きながら(心、聞き取り内容を紹介していこう O

なお、以下では、さしあたって生活保護受給を指

標にして、二つのグルーフ。に分けて掲載しておこ

つO

(1) 生活保護受給世帯

「父は発電所勤務、母は呉服屋の針仕事の内職

をしていた。 7人きょうだいの長女で、実科女

学校を出たJr旦那は近所に住んでいた人で 10
歳年上だった。給料制の畳職人で、東京、釜石、

K時とずっと社宅で暮らしていた。どうにか

食べていた。信金もなかった。開設の時夫が

胃ガンで亡くなり、それから私は病棟婦(結婚

前見習い看護婦として働いたことがあった)と

して働いた。 II翌日がいたときは生活保護なんて

考えたことはなかったJr三男の患子とずっと
一緒に暮らしていたんだけど、彼女ができて、

その彼女が『兄嫁も姉もいるのにどうして私が

面倒を見なければいけないの、いやだJと

れたのね。だから私4年前にある老人ホームに

入ったのJr老人ホームは雰閤気が暗かった。
醸って1費、 3人で3景……ひどい

ところだ。朝ご飯も梅干し l備にサンマの告詰

の小さいの一切れを半分lこしたやつ……Jrし
かし、三男があるとき上苛に『母親を老人ホー

ムにぶち込んだんだろうJと言われたらしく、

突然トラックで迎えに来て、それから昔の母子

住宅だったところに一人で住んでいるのJr年
は私的歳の時からもらっているからその分

少ない。昨年の 7月の役場の人がやってきて、

生活保護を勧められた。 rAさん、今のままじゃ
とてもじゃないけど生活大変なんだし、食べ物

もしっかり食べなきゃ O 伺にも恥ずかしいこと

じゃないんだから保護を受けた方がいいよJと

言われてね。それから申し込んでくれて、

の後許可になったJr年金はなるべく使わない
ようにしているO 次男が病気だし(精神障害で

施設にて生活保護受給)、病院行くときにハイ
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ヤー使わなきゃならないしJIここに来て生活

保護を受ける前の 2年間、お金を切らしちゃい

けないと患って、き缶のふた切って、中に石

を穣めてろうそくを立てて、ろうそくが倒れな

いようにし、電気使わないで過ごした。うまく

やったんだよ。テレビもっけないもの。ラジオ

のちっちゃいのね。孫からもらったやつ。あれ

ーつあればけっこうだものJI仕送りないよO

子どもたちも仕送りできるような余裕なんかな

いものJ(事例 1)

. I父母は道内で漁師をやっていました。 7人きょ

うだいの末っ子で小学校6年で卒業しましたO

母が亡くなっていたので、大阪の姉の家に引き

取られ、判事さんの家に奉公し、終戦後K町

の農家に嫁ぎました。兄の勧めで食糧難の経験

からJI両隣がいなく、ぽつんと建っている一

軒家で、ランプで生活していました。畑が小さ

かったので、子どもが小さいときは年金も十分

に払えませんでしたJI年金は60歳から受け取っ

ているので安い。農家は秋の 1回しか収穫がな

いので、関民年金を昔3-4年滞納したことが

あった。後から、さかのぼって払おうとしたが

期限切れでダメでした。土建で日払いの収入が

入るようになって支払いできたJI夫は自分の

金銭は自分で管理していて、給与明細のような

ものは一度も見なかったJI現在保護は受けて

います。 4万なんぼ。うち 2万は電気代等の引

き落としのために口座に残しておくJI子ども

からは定期的には師もない。たまにお盆とお正

月、敬老の臼の時にくれることもあるJIこの

ほか畑を費してるけど l年で 3万JI (将来の

に関わっては)できれば同居した方がいい

と患うけど片方は家族でも片方は{他人だから……

自分が頑張れるうちは頑張るJI生活保護を受

けている立場では気が引けるJI (生命保検に

ついて)以前はかけていたけど、生活保護では

かけられないJ(事例2) 

• I岩手県釜石市で生まれ。 4人きょうだいの2

番目(本当な 7人で 3人は死亡)。両親は炭焼

きと熔仕事やっていたJI夫はお酒飲み過ぎで

肝臓と腎臓をやられていて 62歳で亡くなった。

それまでは大工でした。私は 60歳ころまでア

スパラの工場でパートとして働いていましたJ

f国民年金4万2千5百円と約3万円の保護費。

(息子からの仕送りについて)私は伺もいただ

いたことはありません。めったにないですoJ

「お正月の時だけ 5千円もらいますJI(日常的

な震い物や大きな買い物について)娘が罵って

きてくれる。でも生活保護を受けていたら、大

きな買い物はできないんだよって娘に言われるJ

「今は楽だとも言えないし、闘っているとも

えなし、。もらったお金で生活できればそれでい

いと思いますJ(事例3) 

• I道内で生まれた。 7人きょうだいの4番自。

父は畳職人から炭坑、化学工場などで働き、

母は早く死んだので、 2人目の母親の連れ子と

しばらくいっしょだった。私は尋常高等2年で

卒業し、農家の手伝い、工場のお茶汲み、義兄

の旅館手伝い、東京の料亭、そして再び道内の

温泉で働いて、その後ラーメン躍を開業した。

結婚は若いときに結核を患ったり病気もしたこ

とがあってずっと一人だった。東京にいたとき

「調理師の免許を取れ』と言われ取った。それ

でG温泉で義兄が食堂を任されていた時、義

兄の勧めもあって隣にラーメン麗を始めた」

「平成2年にその兄が脳説血で倒れ、途中から

看病のこともあって閉居したのだが、平成7年

に死亡。その後、一人になった。そのとき義兄

の借金もあったのだが、それを保証人として返

すのとラーメン麗を止めるのが同時だった。体

が動かなくなってきてね。だから結局お金も貯

められなかったJI生活保護1年3ヶ丹ちょっ

と受けたんですよ。いいのかな、いいのかな、

、人が納めているの使っちゃって、と思いな

がら。病院で会う人に『病院代かからないんだ

ろう、いいな-jって会う度に何回も言われて、

そういうことがあって気が重くなる顕があった
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のね。しばらく自分のあれだけでやってみよう

と思って福祉の人に言って。福祉の人は『あま

り無理しないくださいよ。相談は民生委員の人

でもいいから、一度止めたからといってだめと

いうことはないんだから』って雷ってくれたけ

ど、辞退させてもらってO この冬灯油代払って

どうなるのと思っているけど、特別大きな病気つ

でもないからねO 生保お断りした状態を保って

いるからねJiC収入は現在国民年金のみで、 l

年で 78万2千2百円。夏の間に灯油代は袋に

入れて別に貯めている。年間で 4万5千円ほど

かかるそうである)この冬が勝負ねJiCさらに

生保を断ったいきさつについて)30何年と仕

事をしていると想像j工上に顔を覚えられるから….，

ぶっちゃけて言えば、ここで30何年も働いて

きたのに、生保もらって生活することが図々し

いことだと思ちゃったわけ。他の知らない土地

ならいいけど、働いてきた土地でもらって生活

するのは。私ずるい性格なのかな。そう思った

ら(胸を押さえて)ここがきゅっとなってねO

欝まではいかないけど、青い空の下でもっと……

精神的な病気になっちゃったらいやだな。この

気持ちをコントロールできればいいんだけどね。

部屋に帰ってきても一人だし、知らない人にしゃ

べる訳にいかないから、こういう気持ちがひど

くなってきたんです。食欲もなくなってお通じ

のバランスがとれなくなって、自分の気持ちの

赴くままに生活してみたいなと思って。今は経

済的には厳しいけど気持ちとしては楽Ji生保

の方が生活レベルが高い。 10万以下の人は生

保よりも低L、。生保受けているとゴミ袋が伺度

か支給され、大型ゴミの申請もただになるのに、

どうしてそうでない人にゴミ袋くれないのかな

あ。日本の福祉行政って矛盾しているなあ。月

2万くらいの収入をもらえるような仕事もでき

なかった。行政って片手落ちだよ。国民健鹿保

険から 4，650円戻ってきたときも収入と見なさ

れ生保からヲiかれた。介護保険だかで 50円で.

もヲ|かれるよ o 50丹あれするのに、それだけ

手関かけてねJC事例4)

らし世帯の貧盟 7 

. i東京生まれの東京育ち。 4人兄弟で4人とも

大学は卒業している。父はいわゆる『山部Jの

ような仕事をしていた。自分は、卒業後通信社

を2年半勤め、航空自衛隊、義護施設、山の管

理人などして働いていたところ、実家から『帰っ

てこい』と言われ、そこで友人の妹と成り行き

で結婚した。彼女は道内W市の旅館の娘だっ

たJi旅館の仕事は楽ではなかったが何とか……

夫婦仲も悪くはなかったが、どうしても内地

(東京)に帰るのぞいやがっていた。親も『帰っ

てこいJl~帰ってこい』というし、自分も帰り

たかった。それだけで……全部奥さんに渡し、

少しのお金と着の身着のままでK町に来た。

たまたまそこで新関配達の を見つけてJ

「その後アルコール依存症になった。現在それ

で入院中。生活保護は病院に来るようになって

ヘルパーさんに勧められてJi離婚したとさす

べてを女房のところにおいてきたので、(年金

に関して)今どうなっているか何もわからないJ

「生活保護で主義を失ったJC事例9) 

. i札幌で生まれた。父は漁師でR島で仕事を

していた。尋常小学校卒業後、昆布取り、ニシ

ン漁をやり、兵隊に行き、!徐i球後結婚した。そ

の後、土建業、 K電工、大工などとして働き、

6人の子どもをもうけたが、生活は大変だった。

家内も苦労したので楽をさせたいと頑張ったが、

入退院を繰り返した後亡くなったJiC関民年金

に関して)満期になっていない。若気の歪りで¥

さかのぼってかければよかったが、子どもが生

まれる前ならそれもできたが、すぐに子どもが

多くなり不可能になった。(収入や支出につい

ても、すべて亡くなった奥さんに任せていたよ

うで、保護の給付額もよくわからないというこ

とだった)Ji春から秋にかけて K町で働き、

冬に内地に出稼ぎに行って、 4丹に帰ってきて

失業保険をもらっていたj円、やというほど苦

労した。いくら稼いでも追いつかない。生活が

楽になったのは最近15年くらいだJi子どもた

ちの家庭もけっこうギリギリ、自分のカマドが
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安定して始めて親兄弟のカマドもみれる。親と

して子どもに何もできなかった代わりに、子ど

もにも世話になりたくないという気持ちがあるJ

(事例 10)

(2 ) 年金世智(非生活保護受給世帯)

IK町の近くで生まれた。 4人きょうだいの

3番目。調親共にニシンの加工場で働いていた。

私は高等小学校卒業し、札轄のいとこの家(校

長先生)で女中をやって、帰ってきて嫁に行っ

たJI夫はそこで漁師していた。後に魚が捕れ

なくなってから、夫の父の口利きでK町の農

協で働くこととなった。お金は良くないが仕事

は~ÞG安定していた。経済的には『普通』で、

主人も一人暮らしのお母さんに仕送りしていた。

私は『出面』に歩き、犬の死亡後も農協の倉庫

で選別の仕事をしていた。今は国民年金と

年金(これは自分が働いていたときのもの)、

少ないが一人暮らしだから大丈夫JI(生活保護

について)受けていない。よそには受けている

人が多いと思う。なんとなくわかる。でもよそ

のことは他人のことだからね。(患子からの仕

送り)はない。患子は 2人の子どもを抱えて学

校に行かせているからねJ(事例 5)

. I生まれはこの近くの町。 5人きょうだいの一

番上。父は畑仕事と測候所にも麗われて仕事を

していた。在、は小学校卒業後家事と嫡仕事をやっ

ていたが、親戚の紹介で結婚したJI夫は養豚

や皮革の仕事をしていた。どうしても苦しいた

め、日曜いでも働いた。そうすると冬には失業

保険がもらえた。それが魅力だった。しかし、

結婚後の生活は経済的に臨ったことがよくあっ

も不安定であったJI現在月 8万円の

らしています)0(健康保険に関して)

遠隅地保検というやっね。 r一緒に住んでいな
いけど家族だよってJ(長男)うれしかった」

f~ 

， ~O 

I(仕送りは)ないよ。できなし、。やっぱりそれ

ぞれ生活しているから、伺もくれないよO 私が

やるくらいJI次女の且那さんがボーナスの震

に送れつ って送ってくれるJ(事例6) 

「親は道内の A市で農業与をやっていた。 2人

きょうだいで兄は消紡士、私は小学校6年頃か

らほとんど学校に行かないで焔仕事をしていた。

というのは、父は早くに亡くなり、農家を小さ

くし、母が農業していたから。 21歳で結婚し

たJI夫は最初はS市で国鉄に勤めていたが、

給与がいいということでA市のM鉱山で事務

として働き、その後M物産の山がこちらにあっ

て、坑木ね、それで K町にきたのO 今は年金

だけだね。父さんのいくらかと私の由民年金。

(いくらくらいですか)それは言えないわ。わ

からなL、。だんだん下がってきている。まだ子

どもに病説代ちょうだいって言わないだけはあ

るo (生活保護に関して)年金だけでいい。

活保護は恥ずかしいから、考えたことはない。

おばあちゃんが生活保護を受けてたら、孫たち

がかわいそうでしょJI子どもたちはみんな精

一杯だから、私なんかみそなめてでも……隣近

所みないいいから野菜など持ってきてくれるj

(事関7)

. I隣時で生まれた。詞親は農業をやっていた。

父は冬には鉱山でも働いていた。私は尋常小学

校卒業後5年間奉公し、お見合いで結婚した」

「結婚後は瓦町でずっと農業。はじめは山を開

墾していた。その時なら本当に大変だった。もっ

と山奥の開拓だった。水温が低いためうまくい

かなかった。経済的に大変だった。モノはとれ

ないし、収入はないしね。その後、夫の妹の旦

那さんが亡くなって土地を買い取ったのO 夫は

交通事故でなくなり、その時私は 65歳だった。

それでも、とにかく家、土地、山を残してくれ

た(ので今がある)。今は由民年金、 2ヶ月で

約10万円。そのほかは休耕奨励金年間 14、5

万かな。(仕送りは)いっさいなしですJ(事例

8 ) 

まれた。父は長男でなかったので北
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海道に土地を求めてきた。開拓地主の小作にな

り、農地解放で告作になった。自分は昭和 19

年に徴兵になり、 20年に終戦で帰り、隣の部

議の娘と結婚したJrその後ずっと農業。
調整の頃、町の建設業でバイトしていたことは

あるけど。亡くなった妻は農業を手伝っていた。

やはり農家だから天候に左右される。作る作物

によってはうまくいカ〉ないときも。「よカ〉った

でJという方が少ないね。『悪かったで』とい

う方が多いんで、ないかい。借金は残ってし、く。

そういうときのために貯金というけど貯金はた

まらないJr国民年金約5万円。農地3町くら
い、作ってくれる人がいるならと使ってもらっ

ている。小作料は取らずに(それで人に馬鹿で

はないかと言われつつ)。休耕保証料は 70万ほ

どもらっているJ(事例日)

こうしてこつのグルーフ。の、人生の軌跡・プロ

セスにおける「蓄積的有利Jr蓄穣的不利Jの一
部を見てくると、いずれも、次に見るよう

て・教育を含めて、それぞれがそれぞれの、大変

な人生を歩みながら今日にいたっていることが想

像できる O しかし、それほどの大きな差とはいえ

ないにしても、就業の「安定Jr不安定」が、す
なわち、いわゆる憶常的な勤務形態を取っていた

か、あるいはそこそこの規模の農業を営んでいた

か、あるいは季節労働的な形態を中心にした就業

形態を取りながら家計を支えてきたかによって、

その後の人生で生活保護を受給するかしないかに、

部分的にせよ影響を与えているように思われる O

この中には、事例4(未婚)や 9(離婚)といっ

たいくぶん「例外的Jケースもあるのだが、人生

の累積的有利・不幸iJは、このわずか 11例からも、

よく見えると言っていいだろう。これを、この町

の、この調査を世話してくれた民生委員さんなど

の事例と対比すれば、その格差はもっと鮮やかな

形で出て来るはずであるO それは、民生委員さん

の自宅を(諜査世帯のお宅に案内してもらうため

に)一時的に訪問したという、たったそれだけの

ことからでも、想像できる。

らし世帯の貧困 9 

3 調査世帯の息子・娘世代の生活と交流状況

ところで、それでは、当該世帯の「子どもたち」

の人生に対して、以上に見たような「親jの人生

における社会経済的軌跡の有利・不利はいかなる

形で影響しているのだろうか。その証明は、たっ

た一度の訪問による開き取りで、どこまで明らか

になるのか、そしてどこまで「関連性Jが見いだ

せるかは、おそらく明確にはしえないと判断する

のが正しいであろう。しかし、それでも、「関連

性の中における影響力の分析Jまではできないに

しても、「関連性Jの一部を寝間見ることはでき

ると盟、われる。そこでまず、これまた今度は「毅」

から開いただけという限界・問題点は伴うが、開

いた範囲で「子どもたちjがいかなる人生を送り、

その「子どもたちと親はどんな交流があるか」、

この点を記述していきたL、。表 3は11事例の

どもたちJの生活の現況を簡単に整理したも

のである。なおここでも、とりあえず生活保護受

給を基準に二つのグループに分けて見ておこう O

(1) 生活保護受給世帯

・「長女は高校卒業。夫は自衛隊に勤務していた

が、今は札幌の自衛隊の幹部がいるところで働

いている O 長男は高卒後 l年専門学校に行き、

現在I町にいる。次男は高校卒業後、航空自衛

隊に入り、事故がもとで精神病になり入院中。

未婚。三男は高校卒業後、会社員として働いて

いる。長く独身で私と間屈していたが結婚。そ

れで私は一人暮らしになった。 O市にアパー

トと K町に家があり、現在は札1捜へ単身赴任

しているJr次男は兄弟の中で一番頭が良くて
航空自衛隊の人事諜にいたのだけど、治らない

病気になったの。その後開発局lこも勤めたこと

もあったし、いろんなところを転々としたのだ

が……Y町の精神病院にJrみんな大学まで行
かせるお金はなかったねJr長男は月 1回くら
い支庁に来たときに顔を出すJr次男のところ
へは、外治できないので私の方から年に l聞か

2回行っていた(他の兄弟が行かないから)。
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表3 息子・娘たちの生活状況

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 

続柄(年齢) 長女 長女(55)長女(49) 長男(52)長女(54)長 女長女(43)長男(34)長男(6併り長女(52)

既婚・未婚等 既婚 既 I寄離婚(2司)未 婚既 婚妓 婚既 婚既 婚不 明既 婚既 婚

家族構成 父母十2人母+1人 父母+2人父母+2人・採父母+2人父母+1人不 明父母+2人父母+2入

最終学歴 戸す込むら定時期l中退 品 校 i笥 校 問口 校筒 校前 校中 点づムdニ与同国 校

織 業 決・タクシー彼・トラック 夫・会社夫・瑚勤務

1 妻・パート

E雪 住 ま出 札幌 K 町名古震 東 5ミ小 樽K 宙I大 阪不 明小 樽本し l線

父流状況 よくある 行き来と慈8 嫁と霞話買い物代行週一度月一度電話な し十数年来ず 2か月 1沼

備 考 食料援助 何でも言える 採l:l有名私大 孫は酪私大マンションに 20年、妻子と 葬儀に来ず 旅行いっしょ

俊話と棺談 関係 と札院の学校 淵弘共働 とんど来な 音信不通 初7日lこ来た に

き伝送り大変 し、

続柄(年齢) 長男(62)長男(53)長男(47) 長男(52)次女(51)長男(42)次男(33)次男(死亡)長男(死亡)

既婚・未婚等 既婚 既 婚既 婚 既婚
既父母+2人・婚孫!{父既母十2婚人

不 明

家族構成 父 母宮記 父母+2人・孫 不 明

最終学歴 専門学校 中 ザA以ム. K農尚 中 学:渇 校不 明中 必寸込三t一h 

2 
戦 業 夫・タ?シー 念厳守衛 焼肉活経営メコ=L= ネ土不 明

底 住 地 倍I東 尽苫小牧 小田原札 i線釧 路不 HJl 

父流状況 月i到顔出す あ る 1年iこi自位 ほとんどなし 霞話・日帰り 月一度電話な し

備 考 品校合格も K田Iには 夫の稼ぎ懇(住居l:l費貸し 家族を私般に 4年前死亡 l歳くらいで

自ら入学めったに 姿もパート アパート、孫l:l残し単掛 兄弟で一番 死亡

取り消し来ない 大学院・就職 f壬 良い生活

続柄(年齢) 次男(59)次女(48) 次女(49) 三男(死亡)次女(48)

既婚・未婚等 未婚 既 古島 |既 婚

家族構成 1 人 母+1人 父 母 父母十3人

最終学摩 ぬ校 中 :$ K;高校 1奇 校導門学校

車設 業 パート 寮管理人 建築会社 夫・会社員
3 

(夫婦で) 妻・パート

居 {主 t也 E巨 J?， )11 崎 東 玉沢

父流状況 年l、1到 あ る 抵とんどなし 何かある時

備 考 入院中十 母子なので ボーナス待 ニ男由課険金 持ち家で

生活保護 面倒見る 仕送りあり で争い 安定

続柄(年齢) 二男(56) 次男(46) 凶男(ω代)次男(47)

既婚・未婚等 既婚 既 婚 内縁関係既 婚

家族構成 子どもなし 父母+2人

最終学歴霊 ?笥校 K 両校 同回 校私立大学

4 職 業 会社員 林業関連 自営(服屋)

居 {主 地 小樽 八千代 K 陀 キし 幌

父流状況 ほとんど主L な し

備 考 単身赴任 へんパーなど 義父母臨・継華

札!線 の手続きを 孫・留学中

続柄(年齢) 長女(60代)五男(50代)

既婚・未婚等 湾 婚塁王 婚

家族構成 父母十2人

最終学歴 *事例101笥 校f笥 校
5 
職業 6夫・建欄採 建設関係

主号 {支 地 主寄 3i埼 玉

父流状況 あ るあ る

備 考 長女の夫の会社に

注)王監1と悶じ。毒事例 10・6の右欄は事例10の6番目の子どもの生活状況を示している。
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昨年まではリュック背負って行っていたが、陸

橋をわたるのが大変で今年まだ 1間も行ってい

なし、。兄弟同士ではなかなか行かない。行けば

暗い感じ受けるでしょ O 行けば告分がつらくな

るから行かないんだよ。私は施設(ホーム)に

は行かれない。かわいい息子を病院に押し込め

て自分だけいい患、いするなんて・・…・次男と私どっ

ちが先に逝くかJ1仕送りはない。子どもたち

にも仕送りするような余裕はないJI(親戚との

交流は)ないJI(所属している団体について)

( 3年くらい前から宗教らしい閤体に入ってい

るようで、額はわからないがお金は納めている

ようだ)世界は後 5-7年で人口が3分の 2に

なるの(と話した)J(事例1)

• 1長女55歳、中卒、既婚。夫はタクシー運転

手でK町lこ{住んでいるO 長男 53歳、中卒。タ

クシー運転手をしながら現在は東京に住んでい

る。長男は高校に合格したが、親に無断で自ら

入学を叡り消しに行ってしまった(親を心配し

て)。中学卒業後、大阪の鋳物工場で働いてい

たが阪神大震災まで働き、その後ハイヤーの運

転手になった。次女は 48議、中卒。母子世帯

になっており、本人はパートで働いているO 東

京で生活しているJI(進学に関しては)お金が

ないことはわかっていたので息子たちも無理は

なかったJ1長女は、中学校卒業後、農家

を手怯って、後に電話受付の仕事をし、結婚。

次女は、中学校卒業後、 K町の駅の売店で少

し{動いて、集団就職で布団工場に行ったJ1長

女は子どもたちもすでに結婚し、現在町営田地

に住んでいる。経済状視はまずまず、交流はよ

くある。おかずなどを持ってきてくれることが

ある。長男には子どもはいない。多分住んでい

る住賠は賃貸しだと思う O 経済はまずまずだと

思う。交流はある。次女は母子世帯で、賃貸し

住宅に住み、自分から面倒を見るために行った

ことがあるJ1亡くなった主人の家族等と

などの行き来はあるJ(事例2) 

• 1長男47歳、 K農業高校卒業、

らし世帯の貧菌 11 

の守衛をしている。既婚。長女49歳、定時制

高校中退。離婚を 2閉して、現在道内の T市

に住んでいるO 現fEの彼氏はトラックの運転手」

I(子育てや教育の苦労は)長女が高校3年の時、

夜3ヶ月くらい友だちの家に行って遊んでいた

ことがあった。お父さんが寝るまで帰ってこな

かったんです。長男は高校生の時にたばこで見

つかったことがありましたJ1名古罷にいる

子は子どもが5人、 3年に l回くらい会いに行

きます。 T市の娘とは私も行ったり、娘が来た

りします。娘とは何でも言い合える関係です」

I(親戚との交流は)一人になってから迷惑をか

けたくないから普段はあまり……夫の実家には

1年にし 3回J1兄弟とは電話で、 1年に 1

閉お線香を上げにみんなでお墓参りに行くくら

いですJ(事例 3) 

• 1子どもを作らなかったのが悪いからね。おば

さん 36歳で(親のように)死ぬと患って東京

に行ってしまったからね。子どもに対する煩わ

しさがなくていいと言ってくれる人もいるけど、

生活保護受けるとき『子どももいるでしょ』と

れる。それも切ないJ(事例4)

• 1長男 34、次男 33歳。学鹿は高校卒だと思う

が次男はわからない。結婚しているかどうか、

どこに住んでいるかもわからない。離婚後初

年、子ども・妻ともにいっさい連絡は取ってい

ないJ1離婚前は旅館業を W市で営んでいた。

きつい女で、どうしても東京に帰りたければ帰

ればと言われ、 50識で全部おいて出てきてそ

のまま。その後、 K町で新聞配達の仕事を見

つけ働いていたが、アルコー jレ依存になったJ

120年前から親類の誰とも連絡も取っていないJ

(事例 9) 

• 1長男は 60代、中卒で、はじめは家具職人に

なりたいと弟子入りした。その後大工(弟子2

人いる)をしながら O市に住んでいる O しか

し、長男は母親の通夜にも葬式にも来なかった。
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次男(中卒)は運転手になりたいと言っていた。

……兄弟の中で一番いい生活していたようだが、

家を建てて4年で死亡。三男は高卒後、東京の

パチンコ屈に勤めた。溜でクどになり、町でブ

ラブラして補導され、戻ってきて建築会社に謹

われた。四男は、高卒で、現在内縁関係で世帯

を持っているが、子どもはいない。(本人はわ

からないと言ったが、民生委員によれば四男が

K町で林業の仕事に従事しているとのこと)

長女 (60代)は再婚、夫は建築関係の仕事し

ている。埼玉に住んでいる O 五男 (50代)は、

当初K糧泉で働いていた。すでに 20歳の頃に

結婚していて子どももいた。その後、長女の夫

の会社で働いているJI長男の嫁からは『面倒

みれない』と言われているO 四男とは 10何年

交流がなかった。娘と五男は気にかけてくれて

いるJI子どもと疎遠になったのは、三男が亡

くなったときの保険金の分け方でもめたから。

ー}は結婚していたが、亡くなる前に離婚して

いたJI(親戚との交流は)ある。 R島の兄弟

は父は違うが(母親再婚)本当に仲良くしてい

るJ(事例 10)

( 2 ) 非生活保護受給世帯

. I息子が一人。 はじめの子は流産。次ができた

(31歳の時の子ども)。三番目も流産JI息子は

瀬調に育ったJI(最終学摩は)息子が瓦高校

卒業後、進学したいと言ったが、高2の持主人

が病気になり、高3の時亡くなり、大学にゃれ

なかった。本人は行きたくて行きたくて。学校

の先生も大学にやれと言ったけど、 f出面』の

仕事や(夏)倉庫での仕事ではね……苦学して

でも、と考えたけど、長続きしないと思った。

あの墳、息子は思い詰めて自殺でもするのでは

ないかと思った。心配して後をつけたこともあっ

たね。パレてて『ついてこなくていいよと

れたことがあった』。だから、結婚して子ども

ができたらその子らに託せと言ったんだ。

懸命勉強したけどね。息子が「僕が鋤くと母さ

んも楽だから』と言った。一人しかいない子ど

もを大学にゃれなかったことが切なかったねJ

「息子たちの家は札幌だけど、現在は単身赴任

で東京。年に 3回くらいここへ来る。……お嫁

さんはよく電話をしてくれる。今日もかけてき

た。息子は全然してこない。かけてきても『母

さん元気か、そうか』で終わってほとんどしゃ

べらなL、。やっぱり男の人はしゃべらないね。

こっちからお嫁さんに電話することはない。息

子の嫁はパートをしていて、その前は幼稚圏の

先生だった。パートだから月 2田くらい来てく

れることもある。入践したときもパスで来てく

れた。困ったときは電話でやりとりあるよO 嫁、

姑のいざこざはない。離れているしねJI孫は

のW大学(有名私大)、もう一人は札i慢

の学校に行っているJ(事例 5)

. I (非仔や病気などの経験は)やっぱりあった

ね。長男の方は。学校からは伺も寄ってこなかっ

たけど、いろいろあったみたL、。確か3年の7

月くらい……学校に行かないってなって、それ

で私なんぼ泣いたかわからない。情けないっしょ。

先生方も来てくれるのね。もうすぐだからってO

2学期行けば、 3学期、少しだけで卒業できる

からってO それでもいやだっ うから……退

学届けも私が出しに行って。……次男は交通事

故で、小学校2年の持……誼るのに 5年かかっ

て……いろんなことがあったよJI(最終学歴は)

本人たちの女子きなようにさせた。長女は高卒、

長男は農業高校中退、次男、次女も

どもは 4人いるが、(住宅は持ち家かどうかな

どは)わからなし、。長女54歳は道内O市にい

る。夫は機械関係の工場で働いている。長女以

外は皆本州にいるのでほとんど会えなし、。行き

来はまったくなし、。長男 52設は現在小田原に

住んでいる。次女49歳は)11 U碕。夫と自動車会

社の独身寮の管理人をしている。子どもはいな

い。次男 46識は八千代に住んで、いる O 既婚。

子どもたちが本州に行ったのは、仕事がね、こっ

ちにはなかったからJI長女が大きな買い物な
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どは代わりに罵ってきてくれることがある。

(仕送りは)ないよ、やっぱりそれぞれ生活し

ているから、何もくれなL、。私がやるくらい。

(しかし)次女はボーナスの時少し仕送りして

くれることがある(旦那さんが送ってやれと丙っ

てくれて)J(事例6) 

• I子どもは2人。長女はK町(高卒)。次女は

札幌(中卒)JI長女は東京の化粧品会社に勤め

て、病院の事務などもしていた。結婚して2人

の子どもあるが、長女の子どもたち(孫)は、

今年の春から上の子が東京の K大(有名私大)

の大学院、下の子は札!幌の大学に。親は死にも

のぐるいだ。動いて働いて、旦那も給料もらっ

ても何も残らないと言っているJI札梶にいる

娘には 30歳の子どもがいる。成人式で子ども

がいたので、私が子守していた。娘は『高校行

きたかったけど母さんたちはお金ないから、私

は働くって』。だから娘は肉屋しかできない。

(しかし孫たちが皆大学進学していることにつ

いて)それだけは、手を合わせて喜んでいますJ

「何年も洋品活で働いていて、旦那さんは学校

は出ていないけど倍長になって、偉い人が集ま

る場所でふるえてしゃべれなかったらしL、。自

分の子どもにはそういう思いをさせたくなかっ

たんだろうな。学校に行きたいと言えば行かせ

てやりたい……と言ってたようだ。今上の認は

国立のT大学を出て博士号も持っている。下の

孫は長野の大学と埼玉の大学の大学院を出てい

るJI親たちはこちらに来ることもあるが、商

しているから、来ても日帰り。泊まったとし

ても朝阜く帰る。ともかく子どもたちの生活は

ピーピーだと思うJI孫にこの家は見せられな

い、もし友だちでも連れてきて rあれがおまえ
のおばあちゃんの家か一』なんて言われたらか

わいそうでねJ(事例7)

「子ども 2人家において仕事をしていたら、よ

く家の中は『わやJになっていた。畑があって、

どもを見ている暇がなかったものO 経済的に

らし世帯の貧困 13 

も本当大変だった。子どもの教育には金かけな

いようにしていたJI長男42歳は地元の高校を

して大手の通信機器会社に。今は自宅を道

内E市に建てて、単身赴任で道内K市に。本

人は大学に行きたかったみたいだけでど、行か

なくてもいいと……。東京に本社があって試験

に行ったの。帰ってきて全然ダメだったと百っ

ていたけど、北海道で一人だけ受かった」

女43歳も地元の高校を出て、現在は大阪で夫

は公務員で主婦している O マンション暮らしで

電話が月に一度くらい。ちょこちょこ来られな

いからねJI息子が札幌(現在はK市に単身赴

任)にいてくれて本当に良かった。電話は丹 1

田くらい、来るのは年に l度JI(親戚との交流

は)兄弟はみんなK町にいる O 弟がちょこちょ

こ世話してくれるから劫かる、電話もしょっちゅ

う来る。だから本当に心強いJ(事例8) 

• I長男は小さいときに死亡。長女は昭和 26年

生まれで、高校卒業。札幌に住んで、夫は電機

メーカーに勤務し、長女もデパートでパートし

ている O 次女は 30年生まれで、服飾専門学校

卒業。夫は会社員で次女もパートで働いている。

東京在住。次男は 31年生まれで、東京の S私

立大学卒業し、妻の実家の自営業(洋服等)を

引き継いでいる。札螺在住。この子には、あと

で4年間に 1000万円位送金したと言われ、あ

あそうかなと思った。スキーで国際大会に出た

こともある。(いずれも子どもは 2人、 3人、

2人で、住宅は持ち家である)JI(経済的状況

に関しては)みんな安定している。長女の家族

とは一緒に旅行に行く。 2ヶ月に l問は訪問し

てくれる。次女は何かある時は来る。電話も。

次男の子どもたちは 2人とも海外に留学してい

るJ(事例 11)

こうしてみてくると、それぞれの家族における

子脊て、教育の苦労が垣間見えてくる O しかし、

やはり、生活保護受給腫と非受給麗のグループの

差異についていえば、それなりにあるように思わ
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れる。事例数の少なさから問題はあろうが、前者

は一般に、その子ども世代も不利を継承しており、

不利の連鎖を断ち切れないでいるように見える。

また家族関係も脆弱である。たとえば、事例 1の

精神障害の子どもを抱えた家族関係、事例 2、3

の離婚母子世帯の存在、事例 10の多子のなかで

の2人の子どもの死亡と 2人の子どもの離婚・再

婚、そして争いなど。これに対して、後者のグルー

プは、次世代(子ども世代)で「安定」した仕事

と持ち家の縫保を行っている事例(事例 8、11

など)、あるいは次世代ではなお安定していると

は見えないが、さらに次の孫世代においてミドル

クラスへの上昇の姿が推測される動きを示してい

る開などが見られる(事例?など)。

しかし、そうは言っても、ここで見てきた一人

らし世帯の多くは、われわれが訪問し、見て開

いた限りにおいては、決して「豊かな生活Jtこは

見えない。かなりの部分が文字通り「貧困な生活」

として見えた。たとえば、民生委員さんが「汚く

て入れないよjという世帯、あるいは特に男性の

らしの「衣食住Jの「食」に関わった貧困、

冬の北海道で健康な生活を営むのに必需品である

嵐呂がないこと、年間 100万円に満たないような

低い収入、そして上述したもろいあるいは疎遠な

家族関係。また子ども世代があるいは孫世代がミ

ドルクラスの生活を営んでいると思われるにもか

かわらず、「貧困Jが地方に残されている現実

(いわば「取り残された貧関J)。低所得・

からの「脱出Jは世代的にもそう容易なことでは

ないと同時に、子どもたち世代の必死の生活もま

た、親たちの貧臨を解決するだけの余裕を残さな

いようなレベルの生活にすぎなし¥ということで

あろう O

おわりに

高齢者世帯の貧慰問題は、最近でも、最初に引

用した内閣府の報告にもあるように、まったく注

目が払われていないわけではなL、。しかし、一般

に、これまでは、わが国だけでなく、世界的にも、

どもや女性の貧国問題への警鐘の度合に比較し

て、戦後高度成長期に整構されてきた高齢者福祉

制度の発麗もあって、大きくは取りあげられてこ

なかった。それは、実際、高齢化社会における巨

大有権者グループとして菌家に圧力をかけうる存

在でもあったことも大きく、欧米の先進盟の「子

どもの貧困」研究などにおいては、高齢者世代の

「有利性Jがたえず指摘されている (5)。

しかし、他方、高齢化社会における不平等間題

は、今ますます拡大しようとし、さらに、この諮

おけるたった 11例の分析からも、現代社会

における一般化した生活レベルからしでも明らか

に低く、現代社会における「貧[!jJという視点か

らして「問題jであることは察せられるだろう。

それは、高齢化社会における階層的不平等の最底

辺に、「見えるjホームレスの問題とともに位置

づくものでもあるが、護国母子世帯などとともに

「見えない」笠間を代表する形態でもあると言え

よう O しかも、その関連性が、やはりこの「一人

らし高齢者世帯調査」からも{問えたこと、これ

がこの調査ノートの一つの「結果jでもあるO そ

の点では、「はじめにJで述べた問題意識には、

それなりに回答していると言ってもいいだろう。

もちろん、そうは言っても、これだけの事例検討

では、研究としては中途半端であることは言うま

でもない。今後を期したし、
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